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１．概要（Summary） 

近年、従来の光学の常識を超えた光学機能を発現す

る技術として、メタマテリアルに関する研究が活発化して

いる。中でも、ハイパボリック・メタマテリアルと呼ばれるも

のは、見る方向に応じて金属的あるいは誘電体的に振る

舞うなど極めて強い光学的異方性を有しており、特異な

光学応答を示す。ハイパボリック・メタマテリアルの例とし

ては、誘電体と金属のナノ超薄膜の積層構造が挙げられ

る。可視光領域において動作させるためには、誘電体とし

ては酸化チタン、金属としては銀が適しているとされ、そ

れぞれの膜厚は数十ナノメートルオーダーとなる。そこで、

微細加工プラットフォームの超薄膜成膜装置を利用し、こ

のような素子の作製を試みた。 

 
 
２．実験（Experimental） 

素子の作製には、名古屋大学微細加工プラットフォ

ームの 3 元マグネトロンスパッタ装置を利用した。

Fig.1 に素子の概略を示す。ガラスあるいは ITO ガラ

ス基板上に酸化チタン／銀の交互積層構造を作製した。

それぞれの膜厚は 8 nm あるいは 10 nm とし、繰り返し積

層数は１０とした。 

 

 

Fig.1: Schematic representation of device 
 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
Fig.2 に作製した素子の外観を示す。酸化チタンおよ

び銀の積層膜にもかかわらず、金あるいは銅の様な外観

を示している。これは金属と誘電体の膜厚比によりハイパ

ボリック・メタマテリアルの実効的なプラズマ周波数が変化

していることを示唆している。 
 

 
Fig.2: Fabricated hyperbolic metamaterials 

 
 
４．その他・特記事項（Others） 
 本研究の実施に際しては、名古屋大学微細加工プラ

ットフォームの岩田聡 教授、加藤剛志 准教授のご協

力を頂きました。 
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